資料３
障害 (しょうがい)特性 (とくせい)等 (とう)に応じた (おうじた)情報面 (じょうほうめん)での必要 (ひつよう)な配慮 (はいりょ)



情報 (じょうほう)バリアフリー (ばりあふりー)に向けて (むけて)、まずは、情報 (じょうほう)入手 (にゅうしゅ)が困難 (こんなん)な人 (ひと)がどのような配慮 (はいりょ)を必要 (ひつよう)としているかを把握 (はあく)する必要 (ひつよう)があります。その上 (うえ)で、本人 (ほんにん)に直接 (ちょくせつ)確認 (かくにん)をすることで、個々 (ここ)の状態 (じょうたい)に合わせて (あわせて)対応 (たいおう)することが重要 (じゅうよう)です。

また、障害 (しょうがい)等 (とう)の特性 (とくせい)によっては、外見 (がいけん)からわかりにくいこともあります。

行政 (ぎょうせい)や事 (じ)業者 (ぎょうしゃ)においては、来所者 (らいしょしゃ)や顧客 (こきゃく)等 (とう)に対して (たいして)、丁寧 (ていねい)な対応 (たいおう)を基本 (きほん)としつつ、困って (こまって)いる様子 (ようす)があれば、積極的 (せっきょくてき)に声をかける配慮 (はいりょ)が必要 (ひつよう)です。
共通 (きょうつう)の配慮 (はいりょ)事項 (じこう)

○どのような配慮 (はいりょ)が必要 (ひつよう)か、本人 (ほんにん)に直接 (ちょくせつ)確認 (かくにん)する。また、家族 (かぞく)や支援者 (しえんしゃ)等 (とう)が同席 (どうせき)する場合 (ばあい)であっても、本人 (ほんにん)の自主性や意思 (いし)を尊重 (そんちょう)する。
○情報面 (じょうほうめん)での配慮 (はいりょ)が必要 (ひつよう)かどうか、外見 (がいけん)からわかりにくいこともあることを理解 (りかい)する。











○情報面 (じょうほうめん)での配慮 (はいりょ)の要望 (ようぼう)があった場合 (ばあい)には、対応 (たいおう)できること、できないことを本人 (ほんにん)に説明 (せつめい)するとともに、対話 (たいわ)を通じて (つうじて)代替 (だいたい)策 (さく)等 (とう)を検討 (けんとう)する。
○ヘルプマーク (へるぷまーく)をつけている人 (ひと)をはじめ、困って (こまって)いる様子 (ようす)が見られる (みられる)人 (ひと)がいたら、積極的 (せっきょくてき)に声 (こえ)をかける。








【ヘルプマーク (へるぷまーく)】
義足 (ぎそく)や人工 (じんこう)関節 (かんせつ)を使用 (しよう)している方 (かた)、内部 (ないぶ)障害 (しょうがい)や難病 (なんびょう)の方 (かた)、または妊娠 (にんしん)初期 (しょき)の方 (かた)など、外見 (がいけん)からわからなくても援助 (えんじょ)や配慮 (はいりょ)を必要 (ひつよう)としている方々 (かたがた)が、周囲 (しゅうい)の方 (かた)に配慮 (はいりょ)を必要 (ひつよう)としていることを知らせる (しらせる)ことで、援助 (えんじょ)を得やすく (えやすく)なるよう作成 (さくせい)したマーク (まーく)
（東京都 (とうきょうと)福祉 (ふくし)保健局 (ほけんきょく)）
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※参考
本　文　18ポイント（標準版12ポイント）
説明文　14ポイント（標準版10.5ポイント）
写真やイラストもできる限り拡大
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